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大阪北摂のいにしえの様子を民話でたどってみませんか。

ききがき 大阪北摂

すいたの民話
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著者：坂本一房、編・解説：浜屋敷、きり絵：吹田きりえグループ
■ 判型：四六判並製カバー装 180P　■ 本体価格：1,500 円 +税　■ ISBN978-4-908443-81-7

頼朝の姪を夫人に迎えた御公家さん・西園寺公経が作った景勝地吹田殿は
平等院、四天王寺といった、当時の名勝と並び称せられるものだったよう
です。
また、行基菩薩や役行者が作ったお寺さんにまつわる話、百姓一揆や、
タヌキにばかされた話、災害を押さえるために人柱となった話、だん
じりなど祭りの話、妖怪話、戦争話、明治維新の話など多彩な話満載。

● 本書は、坂本一房さんを筆者に、1984 年 3月に吹田市広報課から発行された「き
きがき吹田の民話」を底本にして作成いたしました。
● 編著・解説は、JR 吹田駅から徒歩 10 分ほどのところにある江戸時代の庄屋屋敷「浜
屋敷」の理事長・藤本衞と学芸員他スタッフが担当しました。大阪北摂の吹田にある

民話 40話と、
民話の歴史的背景を
方言もまじえて綴りました。

■ 物語の舞台にアクセスできる詳細マップも掲載！

大阪万博の地として、比較的新しい街として知られる吹田。

ところが、吹田が最も華やかだったのは、鎌倉時代。
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掲載情報！
・読売新聞 大阪版　( 掲載日未定）
・吹田市報 8月号（吹田市民に配布）


